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2025 年4月幹事会 企画幹事資料 

1. 2025 年度 例会の準備状況 

① 2025 年 9月例会 

開催日: 2025 年 10月 3日（金）13:30～16:30場所
日本薬学長井記念ホール（東京）現地開催 

講演 演題・所属・氏名 備考 
一般公演 1) 13:30～14:15 

「抗体医薬と抗薬物抗体により形成される免疫複合体測
定法の開発」（仮） 
協和キリン株式会社 小林 和弘 先生 

済 
済 
未 
不要 

演題 
演者 
ご略歴 
依頼書 

 2) 14:15～15:00 
「神経障害性疼痛治療剤ミロガバリンの体内動態」
（仮） 
第一三共株式会社 山村 直敏 先生 

済 
済 
未 
不要 

演題 
演者 
ご略歴 
依頼書 

特別講演 15:15～16:15 
腎トランスポーターやその他、機能評価に関連したご研究
の発表 
京都⼤学 横川 隆司 先⽣ 

未 
済 
未 
済 

演題 
演者 
ご略歴 
依頼書 

司会 MSD株式会社  

 
② 2026 年 1月例会 

開催日: 2026 年 1 月 30日（金） 
場所: 東京ガーデンパレス（東京）現地開催 
一般講演: 興和株式会社より9月例会での発表は見合わせたいとの連絡あったため、繰り
下げで来年1月例会での発表の可否を確認中。 
特別講演: 一般講演の内容と関連した先生を選定予定。一般講演が未定のため、まだ候補選
定は未実施。  
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2. 2025 年度 第 48 回年会の準備状況 

開催日:2024 年 11 月 20日（木）~ 21日（金） 

場所:オークラアクトシティホテル浜松 
事務局・担当幹事: 岩佐・松田（MSD）、小森・永易常任幹事 

 
 1月例会において企画幹事に委任されたシンポジウム②の内容については2案のうち

「標的タンパク質分解誘導」に関するシンポジウムとすることに決定した。 
 シンポジウム①及び②の組織委員が決定し、組織委員会でシンポジウム演者、構成

等の詳細を検討していく予定。 
 
年会構成案： 
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シンポジウム（案） 

＜シンポジウム1日目＞ 
生理学に基づく生物薬剤モデリング（PBBM）の未来 ～その利活用と薬物動態研究の貢献
～（仮） 
趣旨: 現在の医薬品開発において、Physiologically Based Biopharmaceutical Modeling
（PBBM）は、薬物の生物学的挙動の予測において極めて重要な役割を果たしている。
PBBMの活用により、バーチャルBE試験を実施することで、ヒト試験を必要とせず、効率
的かつコスト効果の高い評価が可能となり、特に新しい治療法の開発や規制当局との対応
において革新的なアプローチとなることが期待されている。 
本シンポジウムでは、PBBMの利活用に焦点を当て、PBBMの最新の進展、特にバーチャ
ルBE試験の実施とヒト試験のWaiver及び薬物動態研究の貢献、医薬品開発の効率化に関す
る議論の場としたい。 

 
組織委員（候補） 
 前田和哉 先生 （北里大学） 
 上林敦 先生（東京理科大学） 
 外川秀幸 先生（中外） 
 平林英樹 先生（ティー・エヌ・テクノス） 

 
演者（候補）と講演概要 
＜基調講演＞ 
 上林敦 先生（東京理科大学）: 

吸収に関する薬物動態研究、アプリケーションの利活用及びレギュラトリーサイエ
ンスに関する全般的なご講演 

＜一般講演＞ 
 前田 先生 （北里大学）: 

Gastro-PLUS等で設定されている生理学的パラメータの背景について 
 駒坂 太嘉雄 先生（中外）: 

企業におけるPBBMの活用① 薬剤（製剤）情報のPBBMモデルへの展開について 
 Tycho Heimbach 先生 （Merck、現地参加の予定）: 

企業におけるPBBMの活用② Biowaiverを主に 
 TBD 先生（PMDA）: 上林先生よりご紹介いただく予定 

当局から見たPBBMの活用と課題 
 
講演資料については、Tychoにも議論に参加していただく方が有意義なシンポジウムとなる
と考えられるため、講演をしていただく先生方には可能な限り英語で資料作成を依頼する
こととする。 
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シンポジウム1に関して 
 平林さん（ティー・エヌ・テクノス株式会社）の組織委員継続可否について 

年会の組織委員に関する内規 

 
ティー・エヌ・テクノス社は薬物動態談話会：非会員 (CRO) 
平林さんのご経験や組織委員として多角的な視点からシンポジウム1のプログラム案
について積極的にご意見をいただけ、年会参加者が有意義と感じるシンポジウムにで
きるようになることから、企画幹事は平林さんに組織委員の継続を依頼したいと考え
ている。平林さんの年会組織委員継続に関して、ご意見をいただけますと幸いです。 
 

 シンポジウム1の基調講演及び一般講演の演者案について 
シンポジウム1の基調講演及び一般講演の演者案についてご審議をお願いいたしま
す。 
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＜シンポジウム2日目＞ 
標的タンパク質分解誘導の創薬応用と開発における留意点（仮） 
趣旨︓特定のタンパク質を分解誘導するケミカルノックダウンを主薬効とする薬物は新たな
モダリティとして着目されており、今般、臨床試験も実施されている。このような薬物に関
する技術的な展開や創薬への応用、さらに現状における課題や今後の展望を共有し、基本的
な概念の学びの場とするとともに、医薬品開発における薬物動態や安全性評価に関する知識
をUp dateする場としたい。 

 
組織委員（候補） 
 澤崎達也 先生（愛媛大学） 
 井上貴雄 先生（医薬品食品衛生研究所） 
 今岡尚子 先生（第一三共） 
 大石昌代 先生（アステラス） 

 
演者（候補） 
＜特別講演＞ 
 内藤幹彦 先生（東京大学） 
＜基調講演＞ 「総合的な講演」 
 澤崎達也 先生（愛媛大学） 
＜一般講演＞ 
 森下了 先生（セルフリーサイエンス社）：TPDのオフターゲット探索技術 
 井上貴雄 先生（医薬品食品衛生研究所）：安全性評価 
 今岡尚子 先生（第一三共）：薬物動態／安全性評価 
 大崎史雄 先生（アステラス）：薬物動態評価 
 
 シンポジウム2の特別講演、基調講演及び一般講演の演者案について 

シンポジウム2の特別講演、基調講演及び一般講演の演者案についてご審議をお願い
いたします。 

 
以上
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参考資料 

 


